


要約

・全国 8施設における早期介入

方法:

全国 8 施設において、明らかな発達障害を認めない極小未熟児に対して、2 歳より early

intervention を実施した。開始に当たり、2歳児に発達テストをおこないコントロールを

もうけて実施した。各施設において early intervention を実施しながら目的・方法・評

価法を検討した。

結果:

早期介人を実施して6ヵ月間であるが、介入群に発達の著しい進歩と、母親の態度の好ま

しい変化を認めた。また実際に介人をおこなって、極小未熟児の言語発達は正常と比較し

て明らかに遅れていることが明らかとなった。極小未熟児の母親は過保護・過干渉以外に、

子供を外へ連れ出すと年令をきかれるため、外へ連れ出すのを嫌がり、児に学習の機会を

充分に与えていないことがわかった。


